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グループ従業員440名、働く女性を支援します。
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ロイヤルハウジング 検　索

熱　海・伊東
軽井沢・箱根 相談

窓口

自分で手軽に探してみたい方はこちら

03-5389-1111（代） 045-277-2111（代）03-3367-1811（代）

アフターフォローご契約
サポート

ご相談
ホームのご提案 同行案内サポートの流れ 老人ホームお探しガイド老人ホームお探しガイド お探しガイド 検索
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2 3

介護職員初任者研修・・・・・・・・13人
宅地建物取引士・・・・・・・・・・・・10人
福祉用具専門相談員・・・・・・・・・2人
高齢者住みかえ支援相談員・・14人

介護福祉士・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20人
社会福祉士・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8人
社会福祉主事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3人
介護支援専門員（ケアマネージャー）・・5人

介護福祉士・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20人
社会福祉士・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8人
社会福祉主事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3人
介護支援専門員（ケアマネージャー）・・5人

お車での送迎で、現地見学をご案内いたします。
福祉車両もご用意しています。

アフターフォローを心がけています。
入居後も、ご本人やご家族にも
安心していただけるよう定期的にお伺いします。

介護職経験者や有資格者
の相談員がサポートいたしますので、
高齢者ご本人やご家族のお悩みに
理解があります。

高齢者のお住み替えを親身になってサポートします。

私達のこだわり

介護が必要な母の状態や私の家族の生活に
関することまで、相談員の方は最初から親身
になって話を聞いてくれました。老人ホームの
ことだけでなく、要介護の区分変更のことま
でアドバイスしていただき本当に助かりました。

不安に思っていたことを直接またはメールで何
度も相談させていただきました。最終的には専
門家としての「１押し」で決めた気がします。
分からないことは分からないと言わせてくだ
さったことが安心につながりました。

（横浜相談室ご利用のＳ様） （新宿相談室ご利用のＭ様）

介護の悩みまで相談できました 安心できるまで何度も相談しましたお客様の声

しあわせのお手伝い

（2018年5月現在）

サービス付き

グループ創業4４年
健康企業宣言

担当：小川・星野

相談実績7万組以上 取扱い：首都圏全域

▶入居者募集実績例：グランドマストシリーズ（積和グランドマスト）、スマイラス聖蹟
桜ヶ丘（京王ウェルシィステージ）、ウェリスオリーブシリーズ（NTT都市開発） 他.多数

入居募集センター

無料相談窓口
年中無休（年末年始を除く）

相談実績年間9,000組以上 専門の相談員による丁寧なご説明　ご予算に合わせたご提案

初めての老人ホーム探し

多摩 イトーヨーカドー多摩センター店4階
0120-64-6186横浜 0120-58-6186

そごう横浜店9階

新宿 0120-87-6186
新宿駅徒歩2分

大宮 0120-74-6186
そごう大宮店10階

サ高住 運営会社様へ 管理の手間を解消しませんか？

0800-888-6186
広範囲への募集、周知 専門サイト「サ高住ネット」 入出金管理大好評

店舗はすべて立ち寄りやすい駅の近くや
デパート・スーパーの中にあります。

川崎 0800-555-6186
川崎アゼリア

信頼のサ高住管理

老人ホーム　サービス付き高齢者向け住宅別荘・リゾートマンション・土地首都圏の不動産売買・賃貸・リフォーム

日経新聞広告　心をつなぐ vol.9

心を
つなぐ Vol.   9

だ
か
ら
こ
そ
、
い
ま
現
場
で
求
め
ら

れ
る
の
は
、い
か
に
早
期
発
見
を
し
、

進
行
を
遅
ら
せ
、
最
期
ま
で
自
分
ら

し
く
生
き
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
と

い
う
提
案
で
す
。
認
知
症
と
共
に
暮

ら
す
方
々
と
そ
の
家
族
、
介
護
者
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
い
ま
何
が
で
き

る
の
か
？
医
学
の
問
題
で
は
な
く
社

会
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
重
要
な
国

際
課
題
を
抱
え
た
国
同
士
が
意
見
を

交
換
し
、
技
術
を
高
め
、
互
い
に
支

え
合
お
う
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
試

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。↖

「
生
涯
現
役
」社
会
へ
の
意
識
改
革
を

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
学
ぶ
、

最
期
ま
で
自
分
の
力
で
生
き
る
心
意
気

　

私
た
ち
は
今
、
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
多
く
の
社

会
保
障
制
度
は
、
働
き
手
と
な
る
若

い
世
代
が
多
い
時
代
を
基
準
に
作
ら

れ
た
も
の
。
そ
ぐ
わ
な
い
の
は
当
た

り
前
で
す
。
従
来
通
り
65
歳
を
高
齢

者
と
し
て
線
引
き
す
る
と
、
人
口
構

造
は
と
て
も
不
安
定
で
す
。
け
れ
ど
、

こ
れ
は
何
も
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
は
、

先
人
た
ち
が
夢
見
た
健
康
で
よ
り
長

生
き
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
「
未
来
」

を
生
き
て
い
る
の
で
す
。
例
え
ば
、

「
お
年
寄
り
」
の
定
義
を
65
歳
か
ら

75
歳
に
引
き
上
げ
る
と
、
人
口
構
造

グ
ラ
フ
は
一
気
に
安
定
す
る
の
で

す
。

　

21
世
紀
の
社
会
モ
デ
ル
は
、
ひ
と

「
認
知
症
」こ
そ
最
大
の
国
際
課
題

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
妃
陛
下　

実
母
の
認
知
症
介
護
を
き
っ
か
け
に

「
社
会
の
疾
病
」で
あ
る
認
知
症
は

社
会
で
支
え
る

自
分
ら
し
く

「
住
み
慣
れ
た
家
」で
最
期
ま
で

5月 18日掲載 5月 16日入稿

　

高
齢
化
は
先
進
諸
国
に
と
っ
て
共

通
テ
ー
マ
で
す
が
、
中
で
も
社
会
の

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
課
題
が

「
認
知
症
」
で
す
。
日
本
の
認
知
症

患
者
数
は
2
0
1
2
年
時
点
で
約

4
6
2
万
人
（
厚
生
労
働
省
発
表
）、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
7
人
に
1

人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
割

合
で
み
て
も
欧
米
よ
り
多
く
、
ま
さ

に
一
刻
の
猶
予
も
な
い
状
況
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
認
知
症
は 

ま
だ

〝
治
る
〞
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
20
年
、
画
期
的
な
新
薬
は
生
ま
れ

な
い
だ
ろ
う
と
言
う
人
も
い
ま
す
。

ま
し
た
。
し
か
し
最
新
の
認
知
症
ケ

ア
で
は
、
そ
の
原
因
は
患
者
個
人
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
周
囲
の
環
境

に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

い
う
、
新
た
な
見
解
と
そ
の
サ
ポ
ー

ト
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
認
知
症

は
、
社
会
で
支
え
る
べ
き
病
気
で
す
。

早
期
発
見
を
し
、
軽
い
状
態
を
よ
り

長
く
維
持
す
る
た
め
に
は
、
認
知
症

を
正
し
く
知
る
「
教
育
」
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ホ
ー

ム
の
認
定
施
設
で
は
、
全
ス
タ
ッ
フ

が
全
く
同
じ
教
育
を
受
け
ま
す
。
施

設
長
や
ナ
ー
ス
、
清
掃
ス
タ
ッ
フ
ま

で
も
で
す
。
学
び
の
中
で
最
も
重
視

さ
れ
る
の
は
、
患
者
や
家
族
、
介
護

者
の
Q
O
L
（
生
活
の
質
）
を
第
一

に
考
え
る
こ
と
。
社
会
の
疾
病
と
し

て
認
知
症
と
向
き
合
う
に
は
、
医
療

従
事
者
や
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
皆
が
等
し
く

学
び
合
え
る
「
教
育
」
の
土
壌
が

あ
っ
て
こ
そ
な
の
で
す
。

　

東
京
・
世
田
谷
区
で
4
0
0
名
以

上
の
患
者
の
在
宅
介
護
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
内
科
医
・
遠
矢
純
一
郎
氏

は
、
日
本
初
の
〝
シ
ル
ヴ
ィ
ア 

ド
ク

タ
ー
〞
で
す
。
認
知
症
の
最
前
線
で

働
く
各
国
の
医
師
た
ち
と
共
に
、
カ

ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
の
認
知
症
ケ
ア

マ
ス
タ
ー
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
。
そ
の
際
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
王
妃
が

自
ら
修
了
証
を
手
渡
し
て
下
さ
っ
た

こ
と
に
感
激
し
、
国
を
挙
げ
て
の
関

心
の
高
さ
と
専
門
教
育
の
重
要
性
を

痛
感
し
た
そ
う
で
す
。

 

実
際
、
日
本
の
認
知
症
治
療
の
現

場
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
日
本
で
は
、
認
知
症
が
進
行

し
危
機
的
状
況
に
な
っ
て
か
ら
精
神

科
病
床
へ
の
入
院
・
施
設
へ
の
入
所

と
い
う
流
れ
が
ほ
と
ん
ど
。
認
知
症

初
期
の
集
中
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
つ
い
最
近
ま
で
認
知
症
の

行
動
・
心
理
症
状
（
B
P
S
D
）
の

こ
と
を
「
問
題
行
動
」
と
呼
ん
で
い

　

シ
ル
ヴ
ィ
ア
王
妃
陛
下
は
、

1
9
9
6
年
に
認
知
症
緩
和
ケ
ア
の

り
一
人
が
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
80

歳
、
1
0
0
歳
に
な
っ
て
も
社
会
の

一
員
と
し
て
元
気
に
生
き
ら
れ
る〝
生

涯
現
役
〞
社
会
。
実
現
の
た
め
に
は
、

今
の
医
療
制
度
で
は
対
応
し
き
れ
て

い
な
い
「
予
防
医
学
」
の
充
実
や
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
も
鍵
と
な
り
ま

す
。
日
本
は
技
術
先
進
国
で
す
が
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
苦
手
意
識
を
持
つ

人
も
多
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
技
術
は

あ
く
ま
で
も
道
具
で
す
。
便
利
な
道

具
を
い
か
に
ス
マ
ー
ト
に
使
い
こ
な

せ
る
か
が
〝
生
涯
現
役
〞
社
会
に
繋

が
り
ま
す
。
今
回
来
日
さ
れ
た
シ
ル

ヴ
ィ
ア
王
妃
陛
下
も
、
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
の
新
し
い
技
術
が
認
知
症

ケ
ア
の
場
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
期

待
す
る
と
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
最

も
学
ぶ
べ
き
は
「
最
期
ま
で
自
分
ら

し
く
、
自
分
の
力
で
生
き
る
」
姿
勢

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
認
知
症
と
共
に

暮
ら
す
中
で
、
で
き
な
い
こ
と
が
増

え
た
と
し
て
も
、
で
き
る
こ
と
を
で

き
る
限
り
や
る
。
そ
の
自
立
の
サ

ポ
ー
ト
こ
そ
が
新
時
代
の
認
知
症
ケ

ア
で
す
。
何
で
も
や
っ
て
あ
げ
る
こ

と
が
、
当
事
者
を
守
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
潜
在
・
残
存
能
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
、
活
躍
の
場
や
機
会

を
最
大
化
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
を
、
共
に
探
っ
て
い
く
の
で
す
。

認
知
症
を
考
え
る
こ
と
は
、
つ
ま
り

は
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
と
は
何
か

を
考
え
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

取
材
後
記

　
世
界
を
見
渡
し
て
も
、
日
本
ほ
ど
急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
国
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
高
齢
化
先
進
国
で
あ
る
こ
の
国
で
、
強
み
で
あ
る「
技
術
」

を
生
か
し
、
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
既
に
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
介
護
に
向
き
合
う
姿
勢
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
も
っ
と
利
用
者
や
高
齢
者
に
寄
り
添
う「
マ

イ
ン
ド
」を
生
か
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
。

　「
認
知
症
は
社
会
の
疾
病
」だ
と
い
い
ま
す
。
つ

ま
り
こ
れ
は
、「
高
齢
化
す
る
社
会
」に
対
す
る
私

た
ち
の
と
ら
え
方
次
第
で
、
未
来
の
姿
や
あ
り
方

が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
誰
も
が
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
互

い
に
寄
り
添
う
。
確
か
に
、
そ
ん
な
社
会
を
誰
も

が
望
ん
で
い
る
は
ず
で
す
。

子育て支援　高齢者支援　障がい者支援　働く女性支援4つのホットな支援サービス

　

日
本
の
老
人
ホ
ー
ム
で
は
長
期
入

所
を
経
て
亡
く
な
る
方
も
多
い
で
す

が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
入
所
3
年
以
内
に
亡
く
な

る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
老
人
ホ
ー

ム
は
最
後
の
最
後
に
人
生
の
終
末
を

迎
え
る
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は

１
日
で
も
長
く
〝
自
分
の
家
で
暮
ら

す
〞
こ
と
を
目
指
す
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
国
の
認
知
症
対
策
も
ま

た
、
患
者
と
介
護
者
の
生
活
の
質
を

維
持
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
家
で
、
配
偶
者
と
寄
り
添
っ

た
暮
ら
し
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
重
点
が

お
か
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ホ
ー
ム
で

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
代
表
す
る
イ

ン
テ
リ
ア
メ
ー
カ
ー
I
K
E
A
の
協

力
に
よ
り
、
高
齢
者
で
も
安
全
か
つ

自
立
的
に
暮
ら
せ
る
住
ま
い
提
案
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
判
別
し
や
す

い
色
使
い
、
滑
り
に
く
い
床
、
角
の

丸
い
家
具
な
ど
…
人
間
工
学
と
多
様

性
に
溢
れ
た
方
々
に
よ
る
製
品
テ
ス

ト
に
基
づ
い
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
。
合

言
葉
は
「
O
M
T
Ä
N
K
S
A
M

（
オ
ム
テ
ン
ク
サ
ム
）」。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
で
「
思
い
や
り
が
あ
る
」
と

い
う
意
味
で
す
。

　

日
本
医
療
も
よ
う
や
く
在
宅
ケ
ア

へ
と
舵
を
切
り
始
め
ま
し
た
。
ど
ん

な
人
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
家
と

は
、
ど
ん
な
家
な
の
か
。
日
本
の
住

宅
事
情
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。

認知症と共に 自分らしく生きる　
　「
認
知
症
」
に
つ
い
て
学
び
合
う
場
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
始
ま
っ
た

D
e
m
e
n
t
i
a
　
F
o
r
u
m
　
X
。
先
月
、
日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
外
交
関
係
樹
立
1
5
0
周

年
記
念
と
し
て
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
王
妃
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
日
本
で
も
開
催
さ
れ
、
様
々
な
専
門
家

た
ち
が
意
見
を
交
わ
し
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
協
賛
し
、
今
や
国
際
的
な
社
会
問
題
で
あ
る
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
、
福
祉
先

進
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
共
に
学
ん
で
参
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ロ
イ
ヤ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

上
席
執
行
役
員

谷
本 

有
香
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谷
本 

有
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）

専
門
教
育
機
関
と
し
て
「
財
団
法
人

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
ホ
ー
ム
」
を
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
一
国
の
王
妃
が
自

ら
率
先
し
て
認
知
症
ケ
ア
を
訴

え
た
の
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま

す
。
実
家
の
お
母
様
が
認
知
症

と
な
り
、
宮
殿
へ
呼
び
寄
せ
自

ら
在
宅
介
護
を
な
さ
れ
た
と
き
、

認
知
症
ケ
ア
の
難
し
さ
と
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
教
育
の
必
要
性
を
肌

身
で
感
じ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

日
本
で
も
2
0
0
5
年
日
本

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
福
祉
研
究
所
に

よ
っ
て
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導

入
。
今
で
は
日
本
各
地
1
3
ヶ

所
、
７
万
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。（
本
フ
ォ
ー
ラ
ム　

エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

西
野 

弘
氏 

談
）


